




























Issues and Possibilities of CCRC （Continuing Care Retirement 
Community） in Japan
―Case Study of Yuimaru series―




is	 promoted	 based	 on	 the	 government	 policy	
of	Regional	Revitalization,	 there	 are	 criticisms	
to	migration	 to	 local	areas	 for	medical	 care	and	
nursing	 care	 that	 are	 short	 in	urban	 areas.	 In	
this	 article,	 the	 issues	 of	 the	 Japanese	version	
of	 the	CCRC	are	organized	and	compared	with	
the	 residents	 of	 overseas	CCRC,	 the	 issues	and	
possibilities	are	discussed	through	the	case	study	
of	 	Yuimaru-series	 that	 is	 an	advanced	case	 of	
Japan's	CCRC.	It	was	suggested	that	rather	than	
paying	attention	 to	migration	 to	 local,	preparing	
the	community-based	 integrated	care	 system	 in	
corporation	with	 the	 community	will	 increase	
choices	 of	 living	 in	 the	 elderly	 and	 lead	 to	
community	development.
Keyword: Continuing Care Retirement 
Community, Regional Revitalization, 
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ゆいま～る那須には 2017 年 9 月 9 ～ 10 日に訪問し、運
営者や居住者へのインタビュー、意見交換を行った。
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2	「生涯活躍のまち」構想	最終報告参考資料（http://www.kantei.go.jp/jp/singi/sousei/meeting/ccrc/h27-12-11-ccrc-kousou-sankou-1.pdf





















　金額は様々であるが、入居一時金が　15 万～ 50 万ド
ル程度で家を手放して入居するのが一般的で、月額利用
































































は CCRC の IL 居住者を対象とした調査で、CCRC への
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北端に位置する世帯数 8,564、人口 24,919 人、高齢化率
33％の町である4。人口は減少傾向であり、今後 0-14 歳
及び15-64歳人口は減少、65-74歳人口は2020年まで増加、





281 千円、栃木県平均 251 千円を下回っている。
　第 6 期介護保険事業計画（2015 年 3 月策定）によれ
ば那須町では 2016 ～ 17 年度に認知症高齢者グループ
ホーム2ユニット（18人）、小規模多機能型居宅介護1ヶ
所（登録定員 25 人）、地域密着型老人福祉施設 1 ヶ所
（29 人）を整備するとしており、団塊世代が 75 歳にな
る 2025 年に向けて施設整備を進める計画である。
　（2）ゆいま～る那須の概要
　ゆいま～る那須は、栃木県那須町に 2010 年 11 月（1
期）、2012 年 1 月（2期）に開設された 70 室のサービス
付高齢者住宅である。東北新幹線の新白河駅から車で15
分ほど、周囲を森林に囲まれた豊かな自然環境にある。
9,978.05㎡の敷地の中に木造 1～ 2 階建ての住居棟 5 棟
と食堂、介護、共用棟が点在している。住居の間取りは
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口は減少傾向であり、今後 0-14 歳及び 15-64
歳人口は減少、65-74 歳人口は 2020 年まで増





負担の合計）は年間 245 千円で全国平均の 281 千円、栃木県平均 251 千円を下回っている。 
第 6 期介護保険事業計画（2015 年 3 月策定）によれば那須町では 2016～17 年度に認知
症高齢者グループホーム 2 ユニット（18 人）、小規模多機能型居宅介護 1 ヶ所（登録定員
25 人）、地域密着型老人福祉施設 1 ヵ所（29 人）を整備するとしており、団塊世代が 75 歳
になる 2025 年に向けて施設整備を進める計画である。 
表 1 那須町の介護保険の状況 
 
出典：介護保険事業状況報告（2015 年度版）より作成 ※要介護認定率＝要介護（要支援）認定者数/
高齢者数 ※ここでの高齢者数は第 1 号被保険者数 
(2)ゆいま～る那須の概要 
 ゆいま～る那須は、栃木県那須町に 2010 年
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4 2015 年国勢調査 












全国 33,815,522     18.3% 281 153 33 94
栃木県 517,493         16.1% 251 132 33 86
那須町 8,985         15.9% 245 124 34 88
図 2 ゆいま～る那須外観 
出典：ゆいま～る那須ホームページ 
（http://yui-marl.jp/nasu/photo/） 
図 1 那須町の年齢  
出典： 立社会保障人口問題研究所『日本の地域別将来
推計人口（平成 25 年 3 月推計）』より作成 
3	 分類は一般社団法人コミュニティネットワーク協会の鏑木孝昭氏による
4	 2015 年国勢調査
5	 国立社会保障人口問題研究所『日本の地域別将来推計人口（平成 25 年 3 月推計）』
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全国 33,815,522     18.3% 281 153 33 94
栃木県 517,493         16.1% 251 132 33 86
那須町 8,985         15.9% 245 124 34 88
図 2 観 
出典：ゆいま～る那須ホームページ 
（http://yui-marl.jp/nasu/photo/） 
図 1 那須町の年齢構成別将来推計人口の推移 
出典：国立社会保障人口問題研究所『日本の地域別将来
推計人口（平成 25 年 3 月推計）』より作成 
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ことだった。これを契機に 2007 年 7 月に「那須プロジェクト実行委員会」ができ、実行
委員会には、協会だけでなく、NPO 法人ふるさと回帰支援センターや、グリーンツーリ
ズムや田舎暮らしの関連団体なども入り、月に 1 回のペースで検討を進めた。2008 年 3
月には、協会のスタッフ 2 人が那須に住み込んで、現地調査を開始、6 月には那須の構想
を広く伝える『那須通信』を発行し始めた。 
2008 年 7 月には現地見学会をスタートさせ、8 月に施設設計コンペの選考結果を発表し






















全国 33,815,522     18.3 281 153 33 94
栃木県 517,493         16.1 251 132 33 86
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を進めた。2008 年 3 月には、協会のスタッフ 2 人が那
須に住み込んで、現地調査を開始、6月には那須の構想
を広く伝える『那須通信』を発行し始めた。
　2008 年 7 月には現地見学会をスタートさせ、8月に施
設設計コンペの選考結果を発表して広く宣伝した。2009
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　2017 年 9 月現在、居住者（契約者）は男性 18 名、女






























































完成した 2012 年 1 月には 74％という高い入居率でスタートすることができている。6 
(4)居住者の属性とライフスタイル 
2017 年 9 月現在、居住者（契約者）は男性 18 名、
女性 54 名、うち関東圏からの移住者が 50 名、関西
からが 8 名である。居住者の中には本格的な移住前
の 2 地域居住の人もある。平均年齢は 72.9 歳、要支
援・要介護認定を受けている方が 9 名である。 

























                                                  
6 ゆいま～る那須 HP ゆいま～るで暮らす人々の声（http://yui-
marl.jp/blog/archives/6247）及びゆいま～る那須のあゆみより 
7 ゆいま～る那須 HP（http://yui-marl.jp/nasu/data/） 
図 4 居住者は思い思いのライフスタ
イルで暮らす（薪ストーブのある部屋） 
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9	 仮に、日本創成会議（2015）「東京圏高齢化危機回避戦略」で医療・介護の余力のある地域として挙げられた 41 の 2 次医療圏に 1,000 人ずつ移
住したとしても合計 41,000 人に過ぎず、東京圏（1都 3県）で 2015~2025 年の 10 年間に増加する 75 歳以上人口の 3％に満たない。









































                                                  
8 那須町に住み、同プロジェクトにも協力している非電化工房の藤村靖之氏は「月 3 万円ビジネス」を
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11	日本創成会議（2015）「東京圏高齢化危機回避戦略」では医療・介護の余力のある地域として 41 の 2 次医療圏を挙げている（http://www.
policycouncil.jp/pdf/prop04/prop04_3.pdf）。
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